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ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
（
一
五
四
三
）
の
第
三
巻

は
、
静
脈
と
動
脈
を
扱
う
。
そ
の
中
で
真
っ
先
に
扱
わ
れ
る
の
は

門
脈
、
そ
れ
に
続
い
て
全
身
の
静
脈
、
そ
し
て
全
身
の
動
脈
で
あ

る
。
こ
れ
は
ガ
レ
ノ
ス
説
を
意
識
し
た
取
り
扱
い
で
あ
る
。
ガ
レ

ノ
ス
に
よ
る
門
脈
の
記
述
は
「
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
』
（
第

四
・
第
五
巻
）
、
「
解
剖
手
技
」
（
第
六
巻
、
ア
ラ
ビ
ア
語
訳
で
伝
存
す

る
第
一
三
巻
）
、
「
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ
い
て
』
に
含
ま
れ

る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
『
解
剖
手
技
」
の
第
一
三
巻
は
見
て
い
な

い
が
、
残
り
の
著
作
に
つ
い
て
は
ラ
テ
ン
語
訳
の
改
訂
を
担
当
す

る
な
ど
し
て
熟
知
し
て
い
た
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
『
フ
ァ
ブ
リ

カ
」
の
第
三
巻
に
つ
い
て
は
国
ｇ
閏
号
○
口
に
よ
る
英
語
訳
（
二

○
○
二
）
が
あ
る
。
ガ
レ
ノ
ス
の
『
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
』
に

は
三
豊
に
よ
る
英
語
訳
（
一
九
六
八
）
、
「
解
剖
手
技
」
の
前
半

1l

ガ
レ
ノ
ス
と
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
解
剖
学
の

比
較
研
究
（
三
）
１
門
脈
を
例
に
と
っ
て

坂
井
建
雄

部
分
に
は
聾
侭
閏
に
よ
る
英
語
訳
二
九
五
九
）
、
後
半
部
分
に

は
ロ
匡
烏
言
自
ｇ
に
よ
る
英
語
訳
（
一
九
六
二
）
が
あ
る
。
『
静
脈
と

動
脈
の
解
剖
」
に
は
⑦
○
の
ｍ
に
よ
る
英
語
訳
（
一
九
六
二
が
あ

り
、
坂
井
・
池
田
・
月
澤
・
澤
井
が
日
本
語
訳
を
行
っ
て
い
る
。

門
脈
の
形
成
パ
タ
ー
ン
は
変
異
に
富
ん
で
い
る
。
現
在
の
解
剖

学
で
は
上
腸
間
膜
静
脈
（
空
腸
、
回
腸
、
結
腸
右
半
か
ら
）
と
脾
静

脈
（
脾
臓
、
冑
、
膵
臓
か
ら
）
の
二
主
枝
が
合
流
し
‐
て
形
成
さ
れ

る
が
、
下
腸
間
膜
静
脈
（
結
腸
左
半
、
直
腸
上
部
か
ら
）
は
二
主
枝

の
ど
ち
ら
か
に
注
ぐ
、
と
記
述
さ
れ
る
。

ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
初
期
の
『
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
」
で
は
、

第
四
巻
と
第
五
巻
で
栄
養
の
器
官
を
扱
い
、
第
四
巻
の
末
尾
と
第

五
巻
の
冒
頭
に
、
門
脈
の
記
述
が
あ
る
、
門
脈
の
枝
が
腸
（
栄
養

を
受
け
取
る
た
め
に
）
だ
け
で
な
く
胃
と
脾
臓
と
に
も
分
布
す
る

こ
と
、
肝
門
か
ら
や
や
下
が
っ
て
、
冑
と
腸
の
中
間
あ
た
り
で
多

数
の
枝
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
、
門
脈
の
分
岐
部
に
は
膵
臓
が
あ

っ
て
保
護
し
て
い
る
こ
と
、
を
述
べ
て
い
る
。
門
脈
の
分
岐
や
枝

の
走
行
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
記
述
は
な
い
。

ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
門
脈
枝
の
分
岐
と
枝
の
走
行
に
つ
い
て
の
具

体
的
な
記
述
は
、
「
解
剖
手
技
』
の
第
一
三
巻
と
、
「
静
脈
と
動
脈
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の
解
剖
」
に
含
ま
れ
て
い
る
。
両
者
の
記
述
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い

る
が
、
「
解
剖
手
技
」
の
記
述
が
よ
り
詳
し
い
こ
と
、
「
静
脈
と
動

脈
の
解
剖
」
の
中
で
繰
り
返
し
『
解
剖
手
技
」
の
書
名
を
挙
げ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
『
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
」
は
、
『
解
剖
手
技
」
の

後
で
書
か
れ
、
そ
の
内
容
を
要
約
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ガ
レ
ノ
ス
は
、
門
脈
が
七
本
の
枝
に
分
か
れ
る
と
述
べ
て
お

り
、
①
右
胄
静
脈
、
②
脾
静
脈
、
③
下
腸
間
膜
静
脈
④
右
胄
大

網
静
脈
⑤
右
結
腸
静
脈
、
⑥
空
腸
静
脈
、
⑦
回
結
腸
静
脈
、
に

相
当
す
る
。
「
解
剖
手
技
」
の
第
一
三
巻
で
は
、
②
と
③
が
共
通

幹
を
作
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
④
以
下
の
番
号
が
繰
り

上
が
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
記
述
は
、
『
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
』

に
は
な
く
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
読
ん
で
い
な
い
。

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
第
三
巻
で
は
、
第
五
章
が

門
脈
を
扱
い
、
そ
の
冒
頭
に
門
脈
の
全
体
図
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
図
で
も
ま
た
本
文
で
も
、
門
脈
は
、
二
本
の
主
枝
に
分

か
れ
る
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
左
の
主
枝
は
脾
静
脈
に
あ
た
り
、
左

胄
静
脈
、
左
胄
大
網
静
脈
、
膵
臓
枝
の
他
に
も
、
結
腸
域
か
ら
と

思
わ
れ
る
静
脈
が
記
さ
れ
て
い
る
．
右
の
主
枝
は
大
き
く
三
枝
に

分
か
れ
、
腸
に
分
布
す
る
。
そ
の
う
ち
二
本
は
、
上
腸
間
膜
静
脈

に
相
当
す
る
も
の
で
、
小
腸
か
ら
結
腸
右
半
に
か
け
て
分
布
し
、

第
三
の
枝
は
下
腸
間
膜
静
脈
に
あ
た
り
、
結
腸
右
半
か
ら
直
腸
に

か
け
て
分
布
す
る
。
二
本
の
主
枝
以
外
の
枝
（
胆
嚢
静
脈
、
右
胃

静
脈
）
も
記
さ
れ
て
い
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
に
よ
る
門
脈
枝
は
、

ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
七
本
の
枝
を
ほ
ぼ
含
ん
で
い
る
が
、
七
本
を
並

列
す
る
と
い
う
扱
い
か
ら
、
大
き
な
二
本
の
主
枝
に
重
点
を
置
く

と
い
う
扱
い
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ガ
レ
ノ
ス
の
門
脈
枝
の

最
後
の
三
本
は
、
二
本
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

門
脈
枝
に
つ
い
て
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
ガ
レ
ノ
ス
の
記
述
を
十

分
に
踏
ま
え
た
上
で
、
自
家
所
見
に
基
づ
い
て
、
か
な
り
大
幅
な

変
更
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
門
脈
枝
に
つ
い
て
の
変
更
を

理
由
と
し
て
、
ガ
レ
ノ
ス
を
批
判
し
た
と
い
う
非
難
を
、
と
く
に

受
け
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
門
脈
枝
に
つ
い
て
の
章
で
、
ヴ
ェ
サ

リ
ウ
ス
は
ガ
レ
ノ
ス
の
記
述
と
の
食
い
違
い
に
、
と
く
に
言
及
し

て
い
な
い
。
第
六
章
と
第
七
章
で
は
、
ガ
レ
ノ
ス
の
記
述
と
の
食

い
違
い
を
強
調
し
た
り
、
ガ
レ
ノ
ス
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
教
説

の
違
い
に
触
れ
た
り
し
て
い
る
。
門
脈
に
つ
い
て
の
み
、
ガ
レ
ノ

ス
と
の
差
異
を
無
視
し
た
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
）


